小学校中学年　　　学　級　活　動　学　習　指　導　案
平成　　年　　月　　日（　）第　時限　教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　学級担任　　（Ｔ１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校栄養職員（Ｔ２）
１　主　　題　　　　朝ごはんでスッキリ元気！
２　主題設定の理由
　　平成○○年度の食生活状況調査の結果において、『毎日排便する』児童・生徒が５０％以下であっ
　たので、排便のしくみや排便を促す食べ物について理解させ、自分の生活をふりかえり、正しい生活習慣を身につけることを実践するようにしたい。
３　本時の目標

（１）目標

　　・　体内での食べ物のゆくえを知り、朝排便することが、よい生活習慣につながることを理解する
　　　ことができる。（知識・理解）
　　・　毎日排便するために、自分にできることを考えることができる。（関心・意欲・態度）
（２　準備
排便のグラフ　消化器プリントＴシャツ　朝食内容のグラフ　食品絵カード　食物せんいの働きの絵パネル　がんばりカード

（３）指導過程

	 区分
	 学　　習　　活　　動
	 教師の支援・留意点・評価

	
	
	 ［支］支援　　　・留意点
	
	  評価

	
	
	

	 つ
 か
 む
 ７分
	 １　平成○○年度の○○○市に  ・ 授業の前にがんばりカードの１の所を記入させる。

おける児童生徒の食生活状況  ・「毎日うんちをしている」児童生徒が５０％以下である調査での排便の結果のグラフ 　ことを知らせ、自分の生活はどうか気づかせる。（Ｔ１）

 　を示し、何の結果のグラフか
 　発表させる。
 ２　本時のめあてをつかむ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　発表させる。
 　おける児童生徒の食生活状況  　ことを知らせ、自分の生活はどうか気づかせる。
 　調査での排便の結果のグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔ１）
 　を示し、何の結果のグラフか
 　発表させる。
 ２　本時のめあてをつかむ。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	
	 うんちをする大切さについて考えよう。
	

	
	

	
	

	 深
 め
 る
 30分
	 ３　体内での食べ物のゆくえを
 　知り、どのように排便が起こ
 　るか考える。
 ４　排便をするためには、どう
 　すればいいか発表する。
	 ・　消化器プリントTシャツを用いて、体内での食べ物
 　のゆくえを説明し、排便のしくみについて知らせる。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔ１・Ｔ２）
 ・　食べ物が消化吸収され、体外へ排出されるのに、２４
 　時間くらいかかることをクイズ形式で知らせる。

（Ｔ２）
 ・　朝ごはんを食べることにより排便が促されることに
 　気づかせ、よい生活リズムをつくることを知らせ
 　る。（Ｔ２）



	
	
	
	【知・理】　排便のしくみを知り、排便がよい生活習
慣につながることを理解している。（観察・発表）
	

	
	
	 ・　早寝・早起きが大切なことに気づかせる。（Ｔ１）
 ・　朝食内容の結果のグラフを示し、排便を促すには、
 　いろいろなおかずを食べることが大切なことを知ら
 　せる。（Ｔ２）
 ・　食物せんいのはたらきを説明し、野菜、海藻、芋類
 　などを朝食に取り入れるとよいことを知らせる。

（Ｔ２）

	 ま
 と
 め
 る
 ８分
	 ５　自分の朝の生活を振り返り
 　実践しようと思うことを、が
 　んばりカードに書いて、発表
 　する。
	 【支】  机間指導をしながら、各自に合った実践内容を
 　　　助言する。（Ｔ１・Ｔ２）

　・　 数名に発表させる（Ｔ１）

	
	
	
	【関・意・態】　自分なりの目標を持って、実践しよ
  うとする意欲が見られたか。（観察・がんばりカー
　ド・発表）
	

	
	
	


４　反　　省

５　高　　評
